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9 【施工における　課題・問題点　等】

　河道掘削工事に於いて、掘削土砂の運搬先が多数の方面になることがあることから、それぞ

れの運搬土量を把握する為、切り替わりの際に速やかに跡坪測量を行わなければならない。

　従来の跡坪測量（横断測量・平均断面法）により数量を算出する方法とした場合、 時間と

人員を多く費やしていた。

10 【実　施　内　容】

今回の取組は、スマートコンストラクションドローン・エッジを活用することで、SCドローン

計測データを SCエッジにて高速処理し、サーバーへ自動転送するので素早く土量の算出が可

能になる方法を採用した。

11 【実　施　結　果】

結果、今回の取組によって、従来の横断測量との比較では人員９２％削減、時間８１％短縮で

き大幅な省人化に効果があった。 
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【実　施　内　容　等】

（様式―２）　　
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SCドローン飛行状況 ３次元データ




